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ロマン・インガルデンはPt　一ラン1ドの古都クラクフ市の知的家庭に生まれ

た。父はクラクフのワーヴェル城下を流れるヴィ入ワ河の航行；水質を研究し，

水道工事を行ったクラクフの著名な功労者であった。祖父は建築学者であっ

た。インガルデンは祖母がルヴフ市（現在ソ連領）に居住していた関係上，ルヴ

フの古典ギムナジウムに学び（1903－：－1911），続いてルヴフ大学（Jan　Kazimierz

大学）に入学し，哲学と数学を学んだ。この大学にはポ　一一ランドの哲学の父に

してフッサールにも影響を与えたK．トワルドフスキ（1866－1938）がいた。し

かし，インガルデンは，この大学の在学を一年間にとどめ，1912年ドイッのゲ

チンゲン大学に留学した。ここには二『厳密な学としての哲学』，（1911）発表直後

のE．フッサールが講壇に立っていた。フッサ・＝・　aV現象学がインガルデンに決

定的影響を及ぼし始め，帰国の19ユ8年ま乗師フラサ＝吻と深い親交を結離と

になった。’この大学で：GE：MUI1街の心鍵7∵㌃D：1田be銭の数崇も聴購b
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た。フッサール哲学の聴講で，厳密な学としての哲学を自分の哲学の｝あ券方と

するど同時に，、実証主義者のとるミニマムリスムス的方法に対して，全世界を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　べ

研究対象とするマクシマムリスムス的方法を自己の研究方法にした。インガル

デンの全哲学の基調をなしている壮大な存在論の構想はここに由来している。

　1913年，フッサールの『イデーン』一巻が発表された。当時のフッサール学

徒には一つの驚きの念を喚び起した。リァリスムス的色調の『論理学研究』か

らみて『イデ三ン』・は超越論的イデァリスムスへの移行と映ったからである。

インガルデンは師から多大の学恩を受けるものの，師の超越論的イデアリスム

スに対して当初から強い疑念を抱き，批判的態度で臨まざるを得なかった。

・9・4年第一次大戦の勃発に・り・・サー・嘩の多く1・糊ひりたてられ

たが，ポーランド人であるインガル㍗｝華曝醐殿勧ること細来

た。師がフライブルグ大学に移籍した時にも，師の後を埠い師の下で博士論文

「ベルグソンにおける直観と知性」（1916／17）を書いた。＿ベルグソンの時間論

にたいするインガルデンの見識の深さガ苛師ワッサールを驚かせ，これがぎっ

．かけとなって講義後必ず帰宅まで師と討議を重ねた（1916／17）。この頃からイ

ンガルデン：はフッサrル学徒の中で最高の知遇を受けるようになった。師の弟

子tlたいする深い信頼は死まで変らなかった。

　1918年イ、ンガルデンは旧師トワル’ドフスキのいるルヴフ大学に戻ったが，す

ぐには職につけずルヴリン，ワルシャワ，トルン各地のギムナジウムで数学，

物理学，哲学の教鞭をとった。’かたわら無前提の認識，絶対的認識の考察に取

：b組んだ（「認識論におけるPet江i6　Principiiの危険について」1921）。そして1924年

教授資格論文として、「哲学体系における認識論の位置」を書き，・25年から助教

授としてルヴフ大学の教壇に立うた6’　　・　　頁、．　　　L

　博士論文，教授資格論文，PetitiO　Pヱincip五論のいずれも認識論で，一不可

疑的内在知，他の諸学｝乙依存しない知，．自d確証知を扱っている。この点でイ

ンガル；デシは自己の哲学研究を認識論がら始めた6氾かし，、イジガルデンは構

成慧れた意味を拡大じ宿実在的対象にま℃’；及ぼす師⑳見解に凝義を感じジ急

1，42
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　　　　　　　　　　　　　・　ロマン・インガルデン哲学について（1）（武井）

遽，対象の存在とぞめ様式を扱う存在論的問題に立ち向づ遣とになる♂「本質

的問い」（1・925）エはその皮切り〕であるS冴ジ労ルデジぽごの時がち哲学史上2000

年来の最大の課題「イデアリスムス・リアリスムス」に取り組む決意を固め

た。この問題の素描を「イデアリスムス・リアリスムスの問題覚書き」として

フ’ッサ’＝一ル70歳記念論集に載せ（1929），師め超越論的イデアリスムス克服の道

を開いた。

　イ．ンガルデンは実在世界の存在や存在様式の問題に認識論的に接近すること

の不毛性に気付ぎ，存在論的問題を認識論的問題から断絶した。存在的存在論

一→形相的存在論→質料的存在論÷→形而上学（これは通常の意味と異な

り，インガルデンにとっては事実学に関係する）という，いわば純粋可能性か

ら具体的個物の世界へという，従来の経験主義的方法と全く逆のユニークな構

想を打ち立てたゴこめ構想ほイシガルデンの半世紀にも及ぶ活動の課題となっ

た。後にこれは『世界の存在をめ∀る論争』とも’う巨作ど『しで結実する。そし

て存在論はインガルデン哲学の全業績め基盤をなしている。一もろもろの問題は

ここかち流れ出る。

　在存的存在論において　1）絶対的存在，2）実在的存在，3）純粋志向的存

在，4）理念的存在の四つの存在が導出された。この申まず3）の純粋志向的存

在の基礎付けから始めた。インガルデンは1927年パリに10ケ月ほど滞在し，翌

年に『文学芸術作品論』を脱稿した。文学芸術作品を純粋志向的存在様式と規

定した。この著作でインガルデンは芸術理論家として浮び上づたが，彼をこれ

にとどめることは彼の意図からしても正しくない。イデアリスムス・リアリス

ムス問題の解決の一環にすぎないからである。

　1933年，ルヴフ大学でドイツ文学論の教授となる一方，当時支配的であった論

理実証主義に対して決然たる態度をとった。就中，第81・回国際哲学会（1934，於プ

ラハ）で言譜め物理主義的考察を批判に付した。ポーランドではL．　ChWist6k，

肥・Kdafb伍s垣と争つたば11935年ll；βtudi滅P1血bsdp1置6註曾年報を創刊し，

48年迄編集委員を勤めたジ壱ゐ年報に乖個体の形相的構造」一（1鱒5）「1を載ぜ，一決
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レて意識によっ三ζ構成される亡ピのない実在的個体の自律性を説く。

　純粋志向的対象についてet・，’『文学芸術作品論』から更なる問題が生じた。

文学芸術作品と享受者（読者）との関係である。『文学芸術作晶論』（1931）『は

作品論でありジその構造を四つの層一語音層，意味層，情景層，描かれた対

象層一のポリフォニrとして解析されている。それに対して『文学作品認識

活動論』（1937）は，読者の読書構造（美的体験，具象化活動，美的価値の形式

等）を現象学的に記述している。いわゆる美学である。この二著は姉妹編をな

し，純粋志向的存在様式を完壁に基礎づけている。．

　『文学芸術作品論』：「はドイツ語で出版され，一部Q人には知られたがナチス

の文化政策4）ため普及することが出来なかった。『文学作品認識活動論』はポ

ー
ランド語で発表されたため，．萱立ガ2レデンの美学の断片しか西欧に知られな

かった。．インガルデン美学の全容が，母国においても外国』こおいても知らPt16

ようになるのは60年代以降である。という．のV；　・一『文学芸術作品論』のポ訳は

1960年に，．『文学作品認識活動論』の独訳は1968年に出たからである。

　1938年，トワルドフスキ，フッサール共に，他界した。・と同時にポーランドに

は苦悩の歴史が始まる。ナチズムの嵐が荒れ狂い第二次大戦を待つばかりとな

った。ポニランドの各大学は次ぎ次ぎと閉鎖され，ルヴフ大学も例にもれなか

うた。すぐれた学者が強制収容所に収監された。この条件にもめげず，ルヴフ

大学に地下大学が開かれ、，戦申，インガルデンも文学理論を講じたが，しかし

もはや講義する落着いた時代ではなかつた。インガルデンはこの悪環境のただ

なかでまことに超人的な強靱な思索を揮り絞ったのである。・1941年9月から

1945年1月まで，出版の当てもなく約2000頁にも及ぷ存在論『世界の存在をめ

ぐる論争』こ〒二巻を執筆した。それは戦後刊行されたが，それは先きの「イデ

アリ、スムス・、リアリス14iスの問題覚書き」の構想の具体化であった。存在的存

在論と形相的存在論を仕上げた。．・一巻存在的存在論において四つの存在契機

十寮在自露き存在他律恒存在本源端在派生“荏在独立・存在荊虫立右存在

依存己癖在非依存：．Ttの数学的組会菅から無矛盾の存在様式を導出し，二それに

趨　　　　　　　　　一4一



　　　　　　　　　　　　　　ロマン・インガルデン哲学にっいて（1）（武井）

時間を加味して，」絶対的超時間的存在パ外時間的理念的存在，時間に規定され

た実在的存在☆純粋志向的存在の四つの存在様式を導出した。ζれを基に，形

相的存在論では1、自律的個体の形相i純粋志向的対象の形相，理念の形相，関

係の形相，．’存在的独立的対象の本質，同一性の問題，世界の形相，純粋意識の

形相等が論じちれたeC　　　　一

　この戦申の巨編がポーランド語で発表されたことは，インガルデン哲学の理

解を非常に遅らせる結果を招いたσ．これがドィッ語版となって西欧文化圏tc入

るのは約20年後である6・　　　　　・．　　　、　　　㍑・

　『文学芸術作品論』，『文学作品認識活動論』，『世界の存在をめぐる論争』は，

インガルデンのルヴフ時代の成果である。1－1ンガルデン哲学の担おかたはこの

時代に出来上っている。・

　大戦後，♪クラクフ時伐が始まる。．l　　l　㌶・二．　“’　’・・　　＾

　戦後，．・；ポコプン，ド銚に由緒深いルヴヲは戊連領とな5乙しまった。インガ

ルデシは生まれ故郷クラクフ市に引き上げなければならなかつたσ主要な蔵書

は持ち帰れたが，大学の講義録はすべて焼失した。

　1945年2月クラクフ市のヤギェウォ大学が開講した。クラクフ市は戦災を免

れた。1946年6月からこの大学の哲学教授として迎えられた。‘一外国の諸大学か

らの招聰に一も・かかわらず，・1963年の引退までこの大学を離れながづだ。ue　・”ラ

ンド哲学建て直しのため実践的にも活動を始めた。ポーランド科学アカデミS

通信会員（1945），‘，巡wartalnik　Filozoficznyff　i．の編集員、（1948），クラクフ哲

学者協会会長，古典哲学出版委員（1945）等の役職についた。1950年までi認

識論の課題，ジ古代近世哲学史概説，対象の形相論，’科学方法論，：論理学入門，

外的知覚の客観性の問題等々の講義をした。外国からもインガルデンの教を乞

いに幾人か集つた6：．　　’「　　’、一一’．　，1二㌔　㌧1・：　，一　、、：二、

　しかし，間もなく大戦中の苦難にまさ・るともおとらぬ試煉の時代が訪れるb－、

スタ＝リン主義の支配であ姦左亘、195qξ烏磁娑ガル漆学は庄活から遊離Lた藝

念論者と略う慕当劉各印熟惑れ禁塁追放◎憂き冒燈会亘雍己舌時⑳娯遷

　　　　　　　　　　　　　　　≡駐一　．　　　　　　　　　　　　姻9凸



ブ沃学め正教授となδて“たものゐ講義は許されなからたδスターリジ批判後

の1957年まで続いた。こめ期間転向苗せず自説もまげず沈黙で抗し，、マルクス

主義に対しては超然たる禁欲主義で通した。この間古典哲学出版委員の地位を

利してカントの『純粋理性批判』の翻訳（1957）に従事し，、その副産物として学

術文献の翻訳と文学作品のそれとの違いを論じた『翻訳論』（1955）を書いた。

　他方，この仕事のかたわら『世界の存在をめぐる論争』の第三巻として『実

在世界の因果構造』（1950／54）を今度はドィッ語で書き進めた。これは世界の同

一性を保証する主要な存在連関としての因果関係の存在論的究明であり，質料

的存在論とも重なり合っている。し1かし1、これは死後出版（197，4）となo．た。『世

界の存在をめぐる論争』工巻三巻三巻共に試煉の時代の所産であることは，ポ

ー ランド人の抵抗の精神を示してあまりあるように見える。’

　ルヴフ時代の一年半ほどのうら若い教え子が戦後rf　一ランドを去った。彼女

はスターリン時代に『ロマン・インガルデン哲学の素描』・（1955），『本質と．存

在tt、ロマン・・インガルデンとニコライ・ハルトマンの哲学研究』．（1957＞をフラ

ンス語で発表した。そしてインガルデン生誕65歳記念論集「ロマン・．インガル

デンに捧ぐ。九つの現象学の論文」（1959）の巻頭論文で，彼女はインガルデン

をフッサール現象学の正統な嫡子者としi彼の現象学のリアリスムズ的性格の

故に，「第二現象学」と命名した。一彼女は，現在，Analecta　Husserlianaを

刊行編集しているA．T．　Tymieniecka女史である。しかし，当時インガルデ

ン哲学の普及は思うにまかせなかった。インガルデンは国際学会から姿を消し

たからである♂’，　　　　　　．　’　　　　「　　　　r　　－－

　1957年，．インガルデンは復権した。’tと同時にポーラシド哲学界にとって慶賀

すべきことに」彼の哲学選集の刊行が始まった。まず最初に『美学研究一巻』

（1957）から始まり，現在までに11巻出ている（著作年譜末尾を参照のこと）。

『美学研究二巻』（1958）に「絵画論」血946），「建築作品論」’（1946）；「音楽作品

論」＠933）…「映画論↓（1．947）：・の斉芸術部門の存在論的考察が収録されたことは

些月に価ずる19コ1931年の£『文学芸術作品論』1の基本的考えをこれら各部門に及

　146　　　　　　　　　　　　－6一



　　　　　　　　　　　　　　ロマン・インガルデン哲学について（1）（武井）

ぽしたのであゐ。・後にドイツ語版．『音楽，絵画建築，映画の芸術存在論研

究』（1962＞‘竜なる6’ぺ・∵二．．1．．’一・．1＞∴’

　スタ∴リン主義批判によるインガルデンの復権までの彼の主要な独自の成果

は『実在世界の因果構造論』と『音楽，絵画，建築r映画の芸術存在論研究』

であるb・・

　復権から死までの約10年間は，つまり60年代はインガルデン哲学の中で一時

期を画する。第一に価値論÷般に着手したこと，第二にフッサール批判に取り

組んだこと，第三にいままで放置しておいた認識論に再度いどんだこと・第四

に主要なPt　一ランド語版を極カドイツ語版に書き換えたこと、’・．：第五に国際会議

に精力的に参加したことである。’

一

価値論は『文学芸術作品論』と『文学作品認識活動論』における問題意識から

生まれている。．、．「芸術的価値と美的価値」（1964），「美的に重要なes・Q，系の問題」

（1965），「美的価値：どその客観的基礎付け」浪957）は髪れをmp　〈るものである

が，他方，．インガルデツは道徳的価値に深入り一しt／．『章任論』（1970）～を発表し

た。この研究途上で価値一般における未解決な問題を「価値について我々｝‡何

を知らないか」（1966）の中で提示し，今後の研究指針にしている。しかレ，：．次

のフッサール哲学批判と此べると，インガルデンの価値論はまだ研究途上でま

とまりに欠けて，いる憾がある。，　　’．　　tt　　　．．．r．　　t”t．

　インガルデン｛ま師フ．シサールの下で勉学レている時から，師の超越論的5デ

アリスムスへの傾斜に批判的であり，・帰国後も何通かの書簡でフヅサールに疑

義を質している。しかし当時，正面切ってフッサールの著作を批判の姐上にの

せること剛はしなかった6師フッサ≒ルが弟子インガルデンに『デカ？レート的省

察』のコメン『トを求めた時（1934），・一回目には応えたが，’二回目からはことわ

った6丁度，．『文学作品認識活動論』．（1937刊）を執筆していたからである。・し

かしrイジガルデンは戦後；積極的にプッサール哲学の批判に取り組んでい

る輪阻フ鋤づぽ越鎚髄的茸Z四堅に李工」，！型9）≡験
サτ）・におけ礪成の願讃鹸辮ρ意剛興9）遅卵婬・贈堂墾．

　　　　　　　　　　　　　　　　＝ネー、　．　　　　　　　　　　　曝z，



の主要位相亦ζ196訟．「フジ彦一ジηを超越論的郵デアリ久ムヌに導見sた動機」

（1963），「物体構成のフッサールの考察」’（1963），’1967年のオズロ“大学における

fフッサール現象学入門j’の講演て後にrフヅサール現象学入門』ポ版，1974＞，「フ

ッサターレの最後の著作における新しいものは何か」（1970）などはこれである。

特に『現代哲学研究』（1963）に収録されている「フッサールを超越論的イデァ

リスムスに導いた動機」は，’インガルデンのフシサール現象学観が直接出てい

るので重要な論文である。勿論，インガルデンのフッサール現象学批判は，1イ

ンガルデンの全著作の中で見られるべきである。’．’∵t’：

’ 既途したように，－t1ンガルデンは自己の哲学を認識論から始めたが，実在世

界の存在をめぐって，急逮，存在論に切り換えた。，じかじ；インガルデシはこ

れを決して放棄したわげではない。認識論そのものを扱わなかっただけであ

る。1937年の『文学作品認識活動論』ぱ三読者の作品め認識構造を扱つたもめ

である。しかし，概して認識論ば晩年ま治脇に若り残されだ。『文学作品認識

活動論』『を1968年にドイッ語版で天幅に増訂じたごとぱヒの問題への再帰であ

る↓「美的価値判断」（1958），「美的体験の認識的考察」（f961）．ほ美学的認識論

t’あるδ色々な仕事をするかたわち，’インガルデンはついに認識め哲学的基礎

付けに着手じダ1’心理学的認識論，II記述的現象学的認識論，　IIIアプリオーり

現象学的認識論，rv論理学的認識論，　V自律的認識論め汰構想を立てた。1

『認識論基礎昌部』（1971）’が出・たが；彼め突然の死でIIIめ途申で未完となっ

売ぷとりわけイジオルデジめ独自め見地とみられる自律的認識論の草稿ができ

上らなかったこどは惜まれる6・・　”、　’「k’．tt　　　tt二J

　ポーラン’一ド語ば西ヨr・一ロジパ人にとって近づき容い言葉ではないδポτラシ

ドでは著名な論作がしばじば英語版で出版されるのはそのためである。インガ

ルデンはドィヅ語を自由に駆使した6フッサールに見ても：らいたかったがため

に1『文学芸術作品論』を．ドイツ語で書いた6、母国語ポーランド語で書けば，・自

己の思索が国内にとどぬられる蓬とも知っ某＆・爽ピ『文学作品認識活動論』＿を

ポ淫ラ諺ド語で書いたがた垣に☆自分◎美学が全体磐舷てξt声負がパに転わ：ら
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ながらた、ごと：も痛感じてV涜♂60年代姶めイシガルデゾぽドんツ語版をつ惹る

べぎガ治がピ悩κ鷺がlfg臼華天覇↑樋後㌣圭要姦著書が爾ヲ語版作裏ぼ踏

醐マたe．、これも髄わな脚茸らなy・仕事の二つと畑たC、邸財ンガ

ルデン自筆の著作である6三、・／’：、．－tl．t＿、一、t　tt．、，．　・’／

　Untersuchungen一加r・Ohtologie・der’iKロnstゴ：MU白価erkl　Bildl凌fδhi－

・・蜘興鴫β・）・・1　’　．．・．．　1，．．二、　tt一漂．三『二

．Dqr　．＄treit，　．um．　die．Existgpz　dqr　Welt．．．二べ∴、ごsこ．：．。．∴．．二．．．∴．

’ ”と　　Bd－：r耳滅stenzialOntologi巳．（1964）『’・蟻ly｝汚ニツ　恥典幽ハニ∵　　」’・∴：㌶

ス・’肥アテネ・㌣ドン・．㌘5．1玖竺在ア￥テルダムなどの国際

会議に参加した。会議出席のたびに新しい報告，新しい課題を提出しているこ

とが注目に価するb・・、ttt、　．二・fll・・．．”　’・」　．パジ三三：f．・　J．：㌔’∵二三1．∴・

1958年ポニンド科学アカデミニ領　　、・㌻三1・≡迂・∴

　1966年Juτzykowski・1賞二くアメリ・カのポe，ランード芸術科学研究所）一：∵，，

　1968年Herdgr賞於ウィーン大学　．一　　　　　『　　。∴ご《ご

’皿゜年6・Ei5g永聴警隠・∵・：∵・・1・’　：；’t．・・ぷ・：㌻牢○：・．

長蕊鑑麺土麺ξ垣頑這磯≦達ぷ二’違己

ch“1972　Waτszawa　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’・：1

　Szki㏄・Fil9Zo丘（梁e・Roma四輌lngaτdenqWL　W：顛rze・1964；凧ar顕Wa三艇akCW

F・r　R・man　lg・・r・d・n・・呼亘卵：’・・i・・．？h・n；卿1P・せ1959．芦g・唾・・

Martinus　Nijhoff

講蕪蕊盤轍罐欝畿露麟離撫
　　　　　　　　　　　　　　　　≡薮主　・幽　『　　　　’　『『麺



こ、鎗三いi☆1・・ト・r㌔ゴ誉ご、・巳バペ○

磁磁6嬢S疏磁i…頑i滅鼠；随麟鵡加d・宜・血・麺測鋤1艀・己

・M・・G。1…≠纐q抵・趣麺麺1熟蜘18鰺呼・⑭ユ9印）・…P旦嘩

趣嘩a輌97124　＿　ttt．．　．．＿・バ．t’　．．．・．．
廿とZczenie　l　pa血ieci　R6ina亘a　Ingardena（1893－1970）／W．　Tatarktewicz，　D．　’GielL

tUlanka，　A．．P61tawski，　W．　Str6乞ewski／，　w　RuCh　FilozofiCzny　tom　XXX↑oru丘’1972

StifltUng：瓦V・S・・z草：耳麺Uτ9．G・ttf・igd－V・P－H・τd・壬p咋／　．一．．1　t　・　・’tt　t

　その他多数。．　　　　　　　　　　　、　　　．．．　　　　　、．，、．t＝、

尚筆者はクラク・市ヤギ・ウ・大学酵研究所留学中（・9咋度）∴インガ）レデ濠

臥・一ナ夫人，息子J・nuS…g・rd6h．（第三子∴1醐技師）”：b・Gi・斑繊娘・．

ヤギェウォ大学助教授’w．Str62eWskiゾワノkシ・IPt、ワ神学院．：：Ai．．翼61tawski，，．－Analecta

Husserli…謙耕A・T・丁顕i鱒S顯・、（噺ナ熱瞭樋畷・｛ヌ．9・／tikAは

Ig78，・・2…亡！な・・た）．嘩し・々㌘〈デ≡？｝鱒鷺銅三た・ξこで厚く

謝意を表する。　　　　　　　　　　　tt　…　一’．　　　　　　　一…・・

　尚，連載「ポーラジド通信ll・　1±11回でイ．：シガルデン哲学に多く触れた。参照された⑥。

目本読書新聞，52年6月13日号・7月4．日．号・8月8日号tt　g　E．．5・日号・9月26日号rJO

月17興期・7鴫．・11月21日琶53年1月1時1脚号・．2月1日号・

：『○「／・　・’t・’
．．

㌔‘ ；・” …’・・ 2i．，’／：主要著作年譜d91b二1977）‘’：t’　”“’　’tt／　’”　・　・t1『

　主要な著作および重票な論文のみを収録する。雑誌名・出版社名は必要なも

i！）以外すべて省略する6　　　　　・・　　　一・∫．．．1．・ttt：．＾・

　。マシ冴．シ’ガ）げシの文献集録力湖子Andf乞ej：P61ta碗kf氏によ’穴な

された。，’　　1、・　　　　　　．．1∴．「…tt　t「”∵ttt．・t1・・∴『∵：’‘1二

1）S。kiCe　r61。Z・fi・m・R・m・nOwf　lngardeh碗献包註・2el　t　PWN；・1rW・チ

　’szawa－Krhk6ikr　19641915年から1963年まで。

2）、．・・y9・g・嘩興；？車2・P駆W・拠1966・1；1鱈ら19や

　まで。　　　”．　　　　　　　　　　　　　　　　　　’．．　＿「「∫・…　　　一．

3）：・Feno血eno16gia三Ro髄na　I亘gafdenac　w姐anie・・specjalne：，；stadi6W

㌘盲iδzb五Zbyε五↓・．　WS元9Z・iWh・19？2－”19i5年力・ち1971年まで，

灘器叢灘露驚鷺聖鷺鰹三9理鰐璽？．

、．

ijiii　6、　　－　　　　　　　　　　　utro一
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1筆者は乙れ謝の資淵を借用幼る志洞時庭現時点ま・での：もユのをポ巨5梁ボ留学

申貧蔀煽あ，グヲグラ市亨ギ1三擁渓挙哲学研究説苧戦1ウ欲撃晩妖

　　　　　　　　　
L　．　　　　　　　　　　．　　

1　　　　　、　　’

図書館，Pt　；ラシド科学アカヂミー’・クラクフ支部，インガルデン未亡人ヌ；

ナ宅，息子J；・インガルデン宅，．，ギX．ルランカ女史宅で蒐集した。、

　尚，すべてオリジナルな題名，・書名にとどめ，ポーランド語表記のみ邦訳し

た。著作本には『』で，論文には「『」で示す6．＾　　　・∵tttt　t

．、

．lg19、．．．．．　　、、，　　　　，．　、　　　　　こら『『∵．

1　D諺e㎡afe江oinello1696V「現象学者め狙い」『現代哲学研究』1963に増補収録’

　　　1921　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－’：　　　　・t・t

l　Iritiiifion　undht6116kt　bei　H6rrri　B6rgsOfi．　D説stel1㎞g　und．IVersuεh　ein6r

：’　Kfit’ik．・’　J・li・b・とh：f・tit　p加輌hi・・㎞d・凄h5頑さ・61bg働6・緬。f、血面官・碗も

　Halle収『現代哲学研究』1963ポ訳　　’．．’Jtt－：▽∵ぶ1｝：已二■ノ∵∴’1

2　ttber’dleてSef泌r匂iner　Pe七itiO　Prindip”ii　i五der　Erken血tni畿痘eorie：・」三i：£’1》h．止、　　　　　　　・

　うha亘・宮諺a：4宜姐6収r認識論基礎二蔀ゴ∫醜採訳三㌻・・パ・こ己・・；・：　・”・　：．’・㌧二　Jt

－1
　1922　　‘丁’”一’一　一　　”　　一’：∵t　’t　’…；t：ii・：：∵ゴ誕ド‘｝三・；・・∫．パ∴　：”；

1　Max　Scheler．収『現代哲学研究』1963　　　　　0’一：・∴∴’∴〉∴10．一与

　’．：tll25　…　　　　．．　　　　…　　　　．・Y…玲翻・鐘嘉品．｛1、

・Vber　d・・S・・llun・・d・・E・k・皿・…t・・・・…n…S・S・・m・q・壬剛岬・麺畢、1ン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
収r識糖礎一部』1971ポ訳　　　∵、・・、・…、1！・詫；繊譲一・fg・，：．・・、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼∴12．．E蕊COtiale　Frageri．　Ein　Beitrag’zum　PrOble血εde§1聯魎h藝」●烏垂）亙‘ζ瑚詫姻h駈．’F．；　一’

　BdL’　7　・Halle・収『言語論．と論理学の哲学的基礎』ユ972ポ訳’じ∵’鷲ζ｝：て．∴芸！：tl：．　i［1：

3　0pytaniu　i　jego　trafno§ci．「問いとその有効性について」．一、・・：’灘・三／1！’・f　・、二．1「

・＝ 」929∴　　t’・∵．『『幽’：・　　　：．∵∴・sl．’・：・ト三そ；・染ご主ら；い！診㌻口二∵言

1　・Bemerkungen　zum　problem　IdeaHsmu争Rea丑s1垣u恥．BeStS《麺ifちE．、耳g甲grl

zum　70．　Geburtstag　geWidmet．」；f．　ph；u；　phttn．　F．：Etgarizl血gsbaぬd⊆1耳姐購　ξ；

2・Badania　mafbUskie＜nad　obrdnami；’ejdetyczhynil．・．F形相像のマ六ルカW・学派の

　研究」　　　　　　　　　　　　・　　　　’　　　・　・　　　　tt’一・・：n’子㌻「一、『こご，：

　　　　1930－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・r・、二：・

・－1Psycho三五zjologiczna土eqria三pρZna越a・靖ej・蛤ytyk己⑪生理学的認識論とその批

　半‖」　　　　　　『　　　　　　　　’：：β三．・’　．、．z幽㌧「：　・，　・　　　tt．，：．，：　　・：．．、・，・．二＼’：一．．．

ゴ鑑c⌒k二三壷⊇墓1遠載鶴∴∫∵
　　　　　　　　　　　　　　　　で・垂7　　　　　　　　・∴蛭∴・∴∫1、’．t

　　　　　　　　　　　　　　’　　　　tt「　・　．．．．・・∫．，　一㌧∫・’’　”『・



唆

L・　幽

1

　’；：t’lt・　　・；’・♪・，．；’；L三：’二・・t．’T・tt．了・　1∵’：

・・
：．『O江t／blggib’i・Lごgik11亘d．Lit欲a8u蝉＄頭＄haft、：五杣1尊；f文学芸術作品論』：1960ポ訳

，2．・晦kt6・C．・aユ吻・ic・i喚麺Ul・B嘩ρ1・X・・，；「・≡地魂舖ρい1く⑳輌剰

3．．Q・n・・w・94’w・・azach・funkgyjPych・「名辞と機能語について」
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2LLQgiStyczna　pr6ba　ukszt31towania，Mozofii・「哲学建設の論理学的試み」　．’．

3　Formy　obcowania　z　dzielem　literackim．「文学芸術作品とのかかわり方」、収『美

　学研究三巻』1970　　　　　－

　　　　1935　　　　　　　　　　　』　’　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　－1’一

・Vg換：ξ坐口興．．寧垣嘩岬≧n．9ge亘st蝉Cふ1、皿騨a興゜竺゜？h’o
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1　GI6wne　tendencje　neopozytywlz皿u．「新実証主義の主流」収『現代哲学研究」．　1963

2　Czy　zadaniem　filozofii　jest　synteza　wynik6w　nauk　szc加9610wych？・「哲学の課
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3　Analiza　zdania　warunkowego．「条件文の分析」収『言語論と論理学の哲学的基礎』
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　ールめ哲学観の主要発展路線」収『現代哲学研究』1963　－　’t　　　　　　　　　・←

．＝㌧徹5・ヒ㌧二二’・’t．”・1・／1∵に∵ご㌘＼三⊆∵‘．－・　・・　’・’，・　J”J－］’・’1・’：・　．iL・i’二二鷲㌻・・『‘

楚嬢樋嗣痘δb働．謙画め構劃ぷ註・’一；㌦二ら糖・パ…㌍’…ぴ迂三

　クさた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コギ　152　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　’＝”　1・2　二一

t■

L
　
＋
’

l
l三



已

　　　　　　　　　　　　　　
ヘ

ロマン・インガルデン哲学について（1）（武井）
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　問題」　収『体験，作品，価値』1966収『美学研究三巻』1970
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　　　　1962　　　　　　　　　’　　　”　㌧　　「　　　　　　．　　』・’　　∴・　　　．tt　’
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5　Arbistic　’and　Aesthetic　Va1㎡e＆．収『体験，：作品1・価値』’19aS’…　・『「t・t「

　　　　1965
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－：一．l」’s“　“　．　一　’・…．・…鎚　・数三
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　　1972ポ．訳，ttミ　：，　uI二．：t，　　　：　、1　、　、、、、・L，一　　＿　P　　．、　　；、・、、r　　tt．　　．．．ご．　．＝．，一
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